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９９０年に松岡錠司監督の「バタアシ金魚」でスクリーンデビュー。セルゲイ・ボドロ
フ監督「MONGOL」は第８０回（２００８）米アカデミー賞で外国語映画賞にノミネー

ト、２０１０年には根岸吉太郎監督「ヴィヨンの妻～桜桃とタンポポ～」、木村大作監督「劔
岳　点の記」にて第３３回日本アカデミー賞優秀主演男優賞をダブル受賞。また、熊切和嘉
監督「私の男」では、第３６回モスクワ国際映画祭でコンペティション部門最優秀男優賞を
受賞。俳優業のみならず、音楽家としても活動し、「SODA!」でバンド活動や、DJ も行う。２
０１９年「TADANOBU ASANO 3634 浅野忠信展」をワタリウム美術館にて開催。 
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Taira ICHIKAWA

991 年第 2 回キリンコンテンポラリーアワード受賞、1993 年第 3 回ジャパン・アート・ 
スカラシップ受賞。1988 年「ドームのないプラネタリウム」を制作、 それ以降 現代

的なモチーフを選び彫刻でありながら様々な素材、要素を取り入れ、いわゆるＳＦ的な物語
性を感じさせる作品群を作り続けている。また「ドームツアープロジェクト」「マジカルミキ
サープロジェクト」「シークレットガーデンプロジェクト」などの目標達成型アートワークを手
掛ける。近年は特殊照明家として数多くの現代作家達とのコラボレーションを実現させて
いる。        
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 Zon ITO
繍作品をはじめとして、アニメーションや小さな立体制作などメディアにとらわれな
い制作を行なっている。また、近年は自然物などを加工することから始める作品制

作にも積極的に取り組んでいる。       
刺

者は、二次元の漫画の表現の中で、画面に動きを与える書き文字を、3 次元の彫刻
で表現した作品を中心に制作をしています。

今回は、六甲山カンツリーハウスで倒れた大木の切り株を使って、ボルダリングができる作
品を制作しました。この作品では、作家がつくった書き文字風のホールドを掴んで登りま
す。様々な言葉のホールドがあるので、自分が掴んだ言葉を繋げてみたり、逆に登る前に
言葉を選んでから、その通りに登ってみるなど、自分なりの方法で作品を体験できます。
公園に置かれている遊具のように体感しながら、思いがけない言葉のつながりが発見でき
るかもしれません。

作

017 年、2018 年に続き 3 回目の出展になる同美術部の部員は年毎に入れ替わり
ますが、そのパワーは健在です。これまでもシンボリックな立体作品の展示とともに

生徒諸氏による力のこもったパフォーマンスが人気を博してきました。
歴史と伝統のある女学校の中ではとくに個性的な美術部員たち。中学生、高校生が既
成概念にとらわれない自由な発想でプランを出し合いました。思いがけない仕掛けやパ
フォーマンスもあり、アートの表現の自由さが改めて存分に感じられる作品に仕上がってい
ます。
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品を構成しているのは、作者が考案した装置と六甲山の土、そして行為の痕跡で
す。本展の会期中、六甲山に通いながら作品を更新するパフォーマンスを行います

が、土と格闘する姿は 1950 年代から 70 年代に掛けて気鋭のアーティスト達が取り組ん
でいた身体性を伴う表現活動を彷彿とさせます。「現代の様々な困難な状況において、い
かに人は生きることができるかということに関心を持って制作している」と作家は述べてい
ます。
自然の大きな循環の一部として自身の身を委ねることを困難なことと捉える態度が、独特
な表現を生みました。強く印象に残る作品です。

作

本を代表する俳優である浅野忠信、ミュージシャンとして活躍していることはよく知
られていますが、画家としての活動はあまり知られてきませんでした。本展示は東

京のワタリウム美術館で行われた大規模な個展「TADANOBU ASANO 3634 浅野忠信
展」（2019 年）に出品された作品の中から選抜、巡回されたものです。
過密なスケジュールのなかで、筆の赴くままに描かれた作品群は自由であり闊達です。描
く行為そのものを楽しみ、心象を表現する行為は、演技や演奏と密接な関係にあるようにも
思われます。人物や風景、アメリカンコミックを思わせる画風やシュールな展開など見るも
のを飽きさせません。
広大な表現のフィールドをもつ作者の表現、その一端をお楽しみください。

日

リを拠点に独特の技法でドローイングを行う作家です。その技法は紙や壁の上に、
糸や紐などをグルーガンで貼るというもの。本展示では特別に建てられた壁に、紺

色を主要色とした多様な色の糸や紐、銅線で幾何学的かつ建築的な線を描きました。
これらの線は厳密に言えば立体ですので、作品全体は微妙な陰影を持つことになります。
六甲山で滞在しながら下書きなしで描かれた作品には、この山の何かが影響を及ぼして
いるでしょうか。
一見製図のようにも見える、理知的で静かな印象深い絵画作品です。
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